
日光金谷ホテル

所在地:栃木県日光市  k鉢石mr1300 

竣工年:1893年

毘 途:リゾートホテル

建物所有者:金谷ホテル鮒

設計者:本語・新鵡・  4 展望閤・e

第一新龍不明 


部舘久*穣)L部


第二新長室:


改鯵設計:~機アルコム、
 

大成建設機一議建築士事務所


施，工者:本館:野  IJ

新告書・ 4号館・主義展望欝・第一新館・第三新館:不明

改修施工:大成建設備)

維持管理者:金脊ホテル側 

J'まいと、意!だと技術における洋と和の還交によって、1'日光金谷ホテルは、潟低裁のある地形や農かな白然の中の

日光に相応しい一群の妖観令形成している。 
1893年(明治初年)創建の木造一部大谷石造の本館は数悶の増改築会経験しているが、なかでも 1935年(昭和 

10年)には、地下を織り下げて総 2r瞥を総 3階に増築するという特筆すぺ冬大改造令経て今日の姿に至っている。 
1901年(明治 34年)新設の木巡 2階建て新館は、 1階にスパン 14mのボ…ルル…ムを持つという用途と、木造トラ

スと吊鏑様、外部パットレスという構造形式において、洋風建築の味わい令色濃く持っている。 1936年(昭和 11竿)

の久米緯九郎設言itになる木造一部 RCJ主3階建ての別館は、唐破風の玄関など施設岩手の中で最も和風の意匠ながら、 
2x毛色添わせる洋風機迭となっていて、木摺i奈喰療の耐力上の健全性が改{I~時に改めて確認されている。

これらの施設は、襲警の技術水泳の高さと職人芸の誠実な社楽ぶりもあり、また、使い続けることで日常的な

維持管理が行き緩急、保存状態は極めて良い。機械室の窮属さなど設備上の課総もあるが、階高の余裕を始め設

した役割も大きい。

れたこともあったが、解除後は再びホテルとし

新規の物を j磁力加えず、元の意涯を損なわない最低限の柱・援などの様途補強と設備の更新に徹している。既存

建物の制約下マ主主新のホテルぷ議まで、は奈i達できない線界を承知したよで、保存と改修のバランスを取り続け、

アインシュタインが宿泊した部屋の再生など、むしろ復元的改修に議冬を緩いているようにも忌われる。

-維持保全面でも、創業からの機材を修議ー交新するというれミつ来ても、昔のまま何も変わ

らない j の総本纏念が紫かれ、ホテル従業員により全て実擁されていえる。これらは、維持保全計画 (~2036年)

に基づき実施され、 2005年の大改修の設備工事では、屋外消火桧の受章誌など防災設備の強生、発電機の新設、

気配管の東新と滋気低圧幹線、電灯分電盤、 TV配線、アンテナ、照明器具の更新など保全性強化がなされた。多

くの設備機機材が綿綿といまだに使用されているが、鋳鉄製ラジょに…タ…(蒸気ボイラー熱源)のように 50年以

上経過した年代物はその機能を超えた懐かしい雰開気を醸し出している。また、本館と増築館の閣に敷設された

トレンチは蒸気管の更新時にも有効活用され、現夜も生き統けているところに、改めて維持保全の理念を

いがする。

東照設を紡梯とさせる彫り物、格天井、天井滋iなど1:裟的狭飾品をめ股史遺産として残し使っていこうとい

と営為は、時熊のi流れを展示する観光資源の保存という街ぐるみの活動と一体になり、日

に吏ヮている。 
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